
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池田町自治会協議会 

池 田 町 

  

平成 30 年度 

池田町元気なまちづくり事業 

事業報告集 
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平成 30 年度 池田町元気なまちづくり事業 実施状況 

◇13 自治会、６団体で計 21 事業を実施しました(※印の事業は、以前からの継続です） 

 

［まちづくり事業］ （２自治会・６団体）  

 自治会・団体名 事  業  名 頁 

１ 千本木台自治会 調整池法面保護事業 ２ 

２ 新屋敷自治会 アルプス展望の道脇、東屋の修繕事業 2 

３ 坂下実行委員会 坂下いきいきプロジェクト（村民活性化計画） 3 

４ 池田美術協会 ワークショップ「誰でも描けるアクリル画」 ３ 

５ 池田町マレットゴルフ連盟 アルプス広場マレットゴルフ場の整備事業 ４ 

6 はじめのいっぽ 子育て支援 はじめのいっぽ(※) 4 

７ あゆみの住宅地 緑地帯整備事業 ５ 

８ 花見ホタルの里づくりの会 花見ホタル水路 成育環境整備事業 ５ 

 

 

［まちづくり事業（机・椅子購入）］ （７自治会）  

自 治 会 名 頁 

一丁目、吾妻町、正科、花見、坂下、十日市場、陸郷 ６ 

 

 

［建設資材支給事業］ （６自治会）  

種 別  自治会名 事  業  名 頁 

道路補修・整備 １ 陸郷 町道 72 号線（宮の平）の補修工事事業(※) ７ 

水路改修による 

道路拡幅 

２ 吾妻町 グレーチング敷設事業(※) ７ 

３ 五丁目 水路のＵ字溝交換・整備及び道路拡幅事業(※) ８ 

４ 林中 町道 205 号線側溝・グレーチング設置事業(※) ８ 

水路補修 

その他 

５ 滝沢 
環境整備事業（道路路肩の改修及びごみステー

ション前のコンクリート補修） 
９ 

６ 中木戸 水路淵フェンス工事事業(※) ９ 
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まちづくり事業 1 

団 体 名 千本木台自治会 

事 業 名 調整池法面保護事業 

事業内容 
千本木台団地内にある調整池法面の土砂流出防止および堤体保護のため、自然石を

使用した法留めを設置する。 

事業期間 平成 30 年 12 月１日～平成 31 年２月 25 日 

事 業 費 291,600 円（内補助金 291,000 円） 

経費内容 自然石、間詰めコンクリートほか 

事業成果 

調整池法面に自然石を使用した法留めを設置したことにより、豪雨時の土砂の流出

が防げるようになったほか、堤体保護にも大きく寄与している。また、自然石のた

め周辺環境と調和しており、景観の向上に繋がっている。 

写  真 

 

 

 

 

 

 

【施工前】 

 

 

 

 

 

 

【施工中】 

 

 

 

 

 

 

【完成】 

 

まちづくり事業２ 

団 体 名 新屋敷自治会 

事 業 名 アルプス展望の道脇、東屋の修繕事業 

事業内容 
アルプス展望の道筋にあり休憩所でもある東屋が、風雨による傷みが激しいので、

修繕して建物の延命を図る。 

事業期間 平成 30 年７月５日～平成 30 年７月 19日 

事 業 費 273,747 円（内補助金 273,000 円） 

経費内容 板金屋根全部葺替、既存屋根剝がし・片付け等 

事業成果 

雨漏り対策として、屋根全体の葺き替え作業や傷んでいる箇所の修繕作業を行い、

ウオーキングをはじめとして皆さんに安全に利用してもらうことができるように

なった。 

写  真 

 

 

 

 

 

 

【施工前】 

 

 

 

 

 

 

【施工中】 

 

 

 

 

 

 

【完成】 
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まちづくり事業３ 

団 体 名 坂下実行委員会 

事 業 名 坂下いきいきプロジェクト（村民活性化計画） 

事業内容 

「日曜大工くらぶ」や「花とハーブの村づくり」を母体に、ハーブガーデンの造成

や主要道路沿いへのプランター配置などにより、村（坂下）を花とハーブで明るく

する。 

事業期間 平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 18日 

事 業 費 283,226 円（内補助金 283,000 円） 

経費内容 花苗、花鉢、苗木、肥料等 

事業成果 

休耕地を造成・整地し、ブルーベリーや桜の苗木を植えて、ふれあいの場を創出し

た。主要道路沿いにはプランターを数多く配置し、村が明るくなった。ふれあいの

場ができたことで、1 人暮らしの方の外出機会が増え、村民の集いが広まった。 

写  真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり事業４ 

団 体 名 池田美術協会 

事 業 名 ワークショップ「誰でも描けるアクリル画」 

事業内容 
新しい自己発見と生活に潤いを与えるため、アクリル絵の具の特性を生かした絵画

表現を学ぶ。 

事業期間 平成 30 年７月 28 日～平成 30 年７月 29 日 

事 業 費 68,957 円（内補助金 48,000 円） 

経費内容 資材、絵の具、会場借料 

事業成果 

子どもから高齢者まで 21 人が参加し、アクリル絵の具を用いて活発な表現活動が

できた。出来上がった作品は、１カ月近く北アルプス展望美術館のロビーに展示し、

来場者を楽しませた。 

写  真 
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まちづくり事業５ 

団 体 名 池田町マレットゴルフ連盟 

事 業 名 アルプス広場マレットゴルフ場の整備事業 

事業内容 
アルプス広場マレットゴルフ場のホールを示すボードは、紫外線による劣化が激し

いため、文字彫仕様の石材表示板を設置する。（18 ホール分） 

事業期間 平成 30 年８月 27 日～平成 30 年８月 29 日 

事 業 費 291,447 円（内補助金 290,000 円） 

経費内容 石材、文字彫り等 

事業成果 
文字彫仕様の石材表示板を設置したことにより、半永久的に表示が可能となったほ

か、てるてる坊主の形をあしらったことで、池田町のＰＲにも一役買っている。 

写  真 

 

 

 

 

 

 

【施工中】 

 

 

 

 

 

 

【完成】 

 

まちづくり事業６ 

団 体 名 はじめのいっぽ 

事 業 名 子育て支援 はじめのいっぽ(※) 

事業内容 

子どもの“はじめのいっぽ”、母親としての“はじめのいっぽ”を支援目的とする。

産前産後に必要な情報の発信、母と子が楽しめるイベント、子育てにまつわる講演

会、母親たち自身で運営する企画の応援等子育てにまつわる企画運営を通じ、地域

住民との交流の場や「子どもを町で育てていく」環境づくりを目指す。(3カ年計画) 

事業期間 平成 30 年８月８日～平成 30 年 11 月３日 

事 業 費 94,529 円（内補助金 58,000 円） 

経費内容 講師謝礼、施設使用料、講義時材料代 

事業成果 

「いつでもどこでも母乳育児」をテーマに開催した「８月８日パイパイの日イベン

ト」や、マインドフルネスを体験する「いいお産の日 こころと体の出産準備クラ

ス」を通じて、今後につながる「はじめのいっぽ」が提供できた。 

写  真 
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まちづくり事業７ 

団 体 名 あゆみの住宅地 

事 業 名 緑地帯整備事業 

事業内容 
あゆみの住宅地周辺の生活環境整備のため、花とハーブの池田町にそぐうように住

宅周辺に植栽をして、花いっぱいの環境を整える。 

事業期間 平成 30 年８月１日～平成 31 年１月 30日 

事 業 費 300,000 円（内補助金 300,000 円） 

経費内容 縁石敷設、有明砂敷き、ハナミズキ、シバザクラ等 

事業成果 
雑草が生い茂っていたあゆみの住宅地周辺を整備し、花木を植えたことにより、環

境改善が図られ潤いの空間づくりができた。 

写  真 

 

 

 

 

 

 

【施工前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり事業８ 

団 体 名 花見ホタルの里づくりの会 

事 業 名 花見ホタル水路 成育環境整備事業 

事業内容 
ホタル水路内の浄化と水路脇の幼虫上陸時の蛹化（土中への潜り込み）対策を行い、

ホタルの成育環境の改善を図る。３カ年計画で総延長 300ｍ。 

事業期間 平成 30 年 11月 12 日～平成 30 年 11月 14日 

事 業 費 260,000 円（内補助金 50,000 円） 

経費内容 バックホー・ダンプトラック・発電機・水中ポンプ使用料等 

事業成果 

ホタル水路内の浄化対策としては、水草の除去と泥上げ、砂礫の洗い出しを行い、

水路脇の幼虫上陸時の蛹化対策としては、掘り起しと根の張る草の除去、一部客土

を行ったことで、ホタルの成育環境が改善した。平成 30 年度は 100ｍ実施。 

写  真 

 

 

 

 

 

 

【施工中】 

 

 

 

 

 

 

【完了】 

  

【施工中】 【完成】 
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まちづくり事業（机・椅子購入） 

自治会名 一丁目  

事 業 名 一丁目集落基幹センター用椅子購入 

事 業 費 220,320 円（内補助金 146,000 円） 

内  容 スタッキングチェア 24脚 

 

自治会名 吾妻町  

事 業 名 吾妻町ふれあいセンター備品購入 

事 業 費 539,784 円（内補助金 359,000 円） 

内  容 テーブル 6 台、スタッキングチェア 30 脚、チェアポーター1台 

 

自治会名 正科  

事 業 名 正科集落センター座椅子購入 

事 業 費 81,324 円（内補助金 54,000 円） 

内  容 座椅子 7 脚 

 

自治会名 花見  

事 業 名 花見集落センターおよび周辺で使用する机・椅子の整備 

事 業 費 500,000 円（内補助金 333,000 円） 

内  容 テーブル 20台、椅子 50 脚 

 

自治会名 坂下  

事 業 名 公民館備品購入 

事 業 費 751,140 円（内補助金 500,000 円） 

内  容 テーブル 7 台、椅子 15 脚、スタッキングチェア 25 脚、イス収納台 1 台 

 

自治会名 十日市場  

事 業 名 十日市場アグリカルチャーセンター会議用テーブル購入 

事 業 費 613,440 円（内補助金 408,000 円） 

内  容 テーブル 16台 

 

自治会名 陸郷  

事 業 名 豊盛コミュニティーセンター机購入 

事 業 費 136,080 円（内補助金 90,000 円） 

内  容 テーブル 6台 
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建設資材支給事業１ 道路補修・整備 

自治会名 陸郷 

事 業 名 町道 72 号線（宮の平）の補修工事事業(※) 

事業内容 
コンクリート舗装が破損しているため、生コンクリートによる補修をして、安全か

つ安心して通行できるようにする。 

事業期間 平成 30 年６月 16 日～平成 30 年 12月 31 日 

事 業 費 239,048 円（内補助金 239,000 円） 

経費内容 生コンクリート、重機借上げ等 

事業成果 
コンクリート舗装が割れたり沈んだりしていたため、生コンクリートやアスファル

ト合材により補修を行い、安全で安心して通行できるようになった。 

写  真 

 

 

 

 

 

 

【施工中】 

 

 

 

 

 

 

【完了】 

 

建設資材支給事業２ 水路改修による道路拡幅 

自治会名 吾妻町 

事 業 名 グレーチング敷設事業(※) 

事業内容 

平成 29 年度からの継続事業。道路東側の電柱が路面にせり出しており、車両の擦

れ違いに支障があるため、道路西側の側溝にグレーチングを敷設して、車両の擦れ

違いをスムーズにするとともに、歩行者および自転車搭乗者の安全を確保する。 

事業期間 平成 30 年 11月 11 日 

事 業 費 287,280 円（内補助金 287,000 円） 

経費内容 グレーチング 

事業成果 

総延長約 40ｍのうち今年度分約 19ｍの側溝にグレーチングを敷設したことで、

対面車両の擦れ違いがスムーズとなったほか、歩行者および自転車搭乗者の安全確

保に繋がった。 

写  真 

 

 

 

 

 

 

【施工前】 

 

 

 

 

 

 

【施工中】 

 

 

 

 

 

 

【完了】 
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建設資材支給事業３ 水路改修による道路拡幅 

自治会名 五丁目 

事 業 名 水路のＵ字溝交換・整備及び道路拡幅事業(※) 

事業内容 
平成 29 年度からの継続事業。町道 286 号線では車両の脱輪事案が２件発生して

いるため、Ｕ字溝を交換・整備し、道路を拡幅することで、車両通行の安全を図る。 

事業期間 平成 30 年 11月 23 日～平成 30 年 12月 19日 

事 業 費 318,767 円（内補助金 300,000 円） 

経費内容 資材費、材料費、重機リース等 

事業成果 
総延長約 46ｍのうち今年度分約 20ｍのＵ字溝の交換・整備および町道の拡幅を

行った。結果、車両通行の安全が確保され脱輪等の危険要素が排除された。 

写  真 

 

 

 

 

 

 

【施工前】 

 

 

 

 

 

 

【施工中】 

 

 

 

 

 

 

【完了】 

 

建設資材支給事業４ 水路改修による道路拡幅 

自治会名 林中 

事 業 名 町道 205 号線側溝・グレーチング設置事業(※) 

事業内容 

町道 205 号線は幅員が狭く側溝に脱輪する車両が多くみられる。また歩行者との

交錯する際危険性が高いため、グレーチングを設置することにより危険性を解消す

る。また、既存側溝も老朽化して漏水するため、敷設替えする。 

事業期間 平成 31 年２月１日～平成 31 年３月 20日 

事 業 費 272,642 円（内補助金 272,000 円） 

経費内容 ベンチフリューム、グレーチング、生コンクリート等 

事業成果 
道幅が狭く側溝があるため、特に冬期は雪で路肩が見えにくく、車両の脱輪が多発

していたが、グレーチング設置により安心して通行できるようになった。 

写  真 

 

 

 

 

 

 

【施工前】 

 

 

 

 

 

 

【施工中】 

 

 

 

 

 

 

【完了】 
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建設資材支給事業５ 水路補修・その他 

自治会名 滝沢 

事 業 名 環境整備事業（道路路肩の改修及びごみステーション前のコンクリート補修） 

事業内容 
町道 57 号線旧竹原公民館西の道路路肩や七五三掛ごみステーション前のコンク

リートの傷みが激しいため、改修・補修を行う。 

事業期間 平成 30 年 11 月３日 

事 業 費 79,920 円（内補助金 79,000 円） 

経費内容 甲蓋、コンクリート、ダンプ借上げ等 

事業成果 

道路路肩の改修により交通の安全を図ることができた。 

ごみステーション前の補修により、ごみ出しやごみの回収の際、安全に利用できる

ようになった。 

写  真 

 

 

 

 

 

 

【施工前】 

 

 

 

 

 

 

【施工中】 

 

 

 

 

 

 

【完了】 

 

建設資材支給事業６ 水路補修・その他 

自治会名 中木戸 

事 業 名 水路淵フェンス工事事業(※) 

事業内容 
平成 29 年度からの継続事業。山風舎北側のフェンスに破損があり、安全性確保お

よび景観保全のため改修を行う。 

事業期間 平成 30 年 5月 25 日 

事 業 費 324,594 円（内補助金 300,000 円） 

経費内容 一般柵縦格子、コア抜き、既存フェンス処分代等 

事業成果 
総延長約 40ｍのうち約 21ｍのフェンスを交換したことにより、歩行者の安全確

保と美観を保つことができた。 

写  真 

 

 

 

 

 

 

【施工前】 

 

 

 

 

 

 

【施工中】 

 

 

 

 

 

 

【完了】 
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『まちづくりの主役はあなたです』 

 以上ご紹介したように、平成１８年４月からスタートした、地域協働の土台づくりである自治会等

との協働のまちづくり事業「池田町元気なまちづくり事業」も 13年目を迎え、平成 30 年度も多く

の自治会や団体から取り組んでいただき大きな成果を残すことができました。 

 協働の三原則の一つとして、地域が自主的、主体的に活動する、この「共助」の取り組みは、今後

の町の活性化の活力源として必要不可欠な要素です。 

 次年度もぜひ本事業を活用していただき「元気なまち・池田町」を皆さんと一緒に創りましょう！ 

 

《参考資料》 

「池田町元気なまちづくり事業」の概要 

 町民と行政が一体となって協働の地域づくりを推進するため、町民自らが地域に関心を持ち、その

地域の特色を活かした自主的な事業に要する経費に対し、予算の範囲内で補助金を交付します。 

◇補助対象事業  

①まちづくり事業 ･･･地域振興や活性化のために自治会やＮＰＯ法人、又は 5 人以上の町民により 

           構成されていて主に町内で活動している団体が自主的、主体的に取り組む事業 

②建設資材支給事業･･･自治会が自主的に整備・補修する道路、水路等にかかる資材等に要する経費 

◇留意点 

①補助金の交付額は、事業に要する経費のうち 1事業当たり 30 万円を限度とし、年 1 回交付します。

ただし、事業費のうち飲食費および人件費、パソコンやテレビ等の備品購入費は除きます。 

 平成 30 年度新規 自治会が集落センター等集会施設で使用するための机や椅子の購入費は、１回に

限り 50万円を限度として補助対象とします。ただし、経費の３分の２以内とします。なお、まち

づくり事業との重複はできません。 

②同一のまちづくり事業への補助金交付は 3年を限度とします。ただし、建設資材支給事業は同一事

業でも 4 年目以降も交付します。 

③補助金の申請は、まちづくり事業および建設資材支給事業についてそれぞれ年度内 1 回かつ1 事業

とします。 

④まちづくり事業は原則として新規事業とします。 

⑤営利を目的とした収益事業、宗教的・政治的な催し、他の補助金制度の助成対象となっている事業

等は対象外です。 

平成 30 年度 

池田町元気なまちづくり事業 事業報告集 

 

作成：平成31 年３月 

発行：池田町役場 企画政策課 町づくり推進係 


